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イラスト　渡邉はるな

入学式で宣誓をする吉村 茜さん

今年も総勢30名入部！！強化指定部

然
の
家
』
で
、
新
入
生
の
宿

泊
研
修
が
行
わ
れ
た
。
入
学

式
に
先
立
っ
て
、
高
校
生
と

し
て
の
自
覚
を
持
ち
、
本
校

の
生
活
指
針
（
挨
拶
・
服

装
・
言
葉
）
に
対
す
る
意
識

づ
け
を
さ
せ
る
の
が
目
的
で

あ
る
。

　

プ
レ
ス
ク
ー
ル
で
何
度
か

顔
を
合
わ
せ
て
い
る
た
め

か
、
集
合
時
か
ら
緊
張
の
中

に
も
わ
ず
か
に
和
や
か
さ
を

感
じ
ら
れ
る
雰
囲

気
で
あ
っ
た
。

　

研
修
で
は
、「
高

等
学
校
の
勉
強

は
、
義
務
教
育
と

は
異
な
り
主
体
的

4

4

4

に
学
ぶ

4

4

4

姿
勢
が
大

切
で
あ
る
。
学
習

習
慣
を
身
に
付

け
、
平
素
か
ら
自

主
的
に
勉
強
し
て

い
こ
う
！
」
と
国

数
英
の
勉
強
法
を

教
わ
っ
た
り
、
生

活
指
針
の
一
つ
で

あ
る
挨
拶

4

4

に
欠
か

せ
な
い
「
き
れ
い

な
礼
の
仕
方
」
を

学
ん
だ
り
し
た
。

ま
た
、
人
権
学
習

や
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
を
通
し
て

ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と

の
親
交
を
深
め
、

2
日
間
の
研
修
を

終
え
た
。

　

�

ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
練
習
生
と
し

て
練
習
に
参
加
し
て
い
る
。

　

糸
賀
監
督
は
「“
誰
か
ら

も
応
援
し
て
も
ら
え
る
部
に

な
る
”
こ
と
を
目
標
に
、
自

分
自
身
を
高
め
て
い
っ
て
欲

し
い
」
と
語
っ
た
。
今
後
の

活
躍
が
楽
し
み
で
あ
る
。

　
　
　
　

心
か
ら
笑
え
る
高
校
生
活
に

ワ
ク
ワ
ク
し
た
対
面
式
！

　

今
回
は
、
平
成
18
年
度
情

報
科
を
卒
業
し
た
、
中
島
心

也
さ
ん
（
高
津
中
）
を
紹
介

す
る
。
中
島
さ
ん
は
在
学
中

に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
で

活
躍
す
る
一
方
、
多
く
の
資

格
を
取
得
し
、
地
域
社
会
で

親
し
ま
れ
て
い
る
島
根
益
田

信
用
組
合
に
入
組
し
た
。

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

最
初
は
人
間
関
係
に
戸
惑

う
こ
と
が
多
く
、
毎
日
が
学

ぶ
こ
と
ば
か
り
で
し
た
が
、

よ
う
や
く
お
客
様
に
気
配
り

を
す
る
余
裕
が
出
て
き
ま
し

た
。
今
は
、
ま
ず
お
客
様

に
自
分
の
事
を
知
っ
て
も

ら
い
、
少
し
で
も
親
し
み

を
持
た
れ
る
組
合
員
に
な

れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま

す
。
高
校
時
代
に
情
報
科

で
学
ん
だ
会
計
や
パ
ソ
コ

ン
の
技
術
と
資
格
、
部
活

動
で
鍛
え
た
体
力
や
粘
り

強
さ
は
、
社
会
に
出
て
す

ぐ
役
に
立
ち
ま
し
た
。
明

誠
高
校
で
学
ん
で
い
る
皆

さ
ん
に
は
、
今
し
か
な
い

高
校
生
活
を
大
切
に
し
、

将
来
の
夢
に
向
か
っ
て
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

サ
ッ
カ
ー
部
は
、
今
年
も

地
元
を
中
心
に
元
気
な
12
名

が
入
部
し
た
。
入
部
し
た
選

手
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
大

久
保
英
明
（
益
田
中
）、
武

田
拓
也
、
廣
瀬
大
太
郎
（
益

田
東
中
）、
渡
邉
和
樹
（
高

津
中
）、
青
木
隆
平
、
城
市

友
成
、尾
木
翔
一（
横
田
中
）、

岡
﨑
文
太
（
中
西

中
）、
水
津
幸
治

（
日
原
中
）、
澄

川
耕
太
（
六
日
市

中
）、福
田
覚
（
浜

田
三
中
）。
恵
ま

れ
た
体
格
の
選
手

ば
か
り
で
は
な
い

が
、
判
断
力
の
高

い
生
徒
が
多
く
、

今
後
が
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
宅
野

美
希
（
中
西
中
）

は
益
田
市
の
女
子

ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

も
所
属
し
、
マ

　

４
月
11
日
、
初
め
て
全
校

生
徒
が
そ
ろ
い
対
面
式
が
行

わ
れ
た
。

　

１
年
生
に
と
っ
て
は
ど
ん

な
先
輩
た
ち
と
高
校
生
活
を

過
ご
す
の
か
、
２
、３
年
生

に
と
っ
て
は
ど
ん
な
１
年
生

が
明
誠
高
校
の
仲
間
入
り
を

し
た
の
か
と
楽
し
み
に
し
て

い
た
日
で
あ
っ
た
。

　

拍
手
が
体
育
館
に
鳴
り
響

く
中
、
１
年
生
が
緊
張
し
た

顔
で
入
場
し
て
く
る
と
、
ざ
わ

め
き
も
一
層
大
き
く
な
っ
た
。

　

生
徒
会
長　

三
浦
英
太
く

ん
の
「
分
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
私
た
ち
や
先
生
方

に
聞
い
て
、
早
く
高
校
生
活

に
慣
れ
て
く
だ
さ
い
」
と
い

う
歓
迎
の
挨
拶
に
続
き
、
入

学
生
代
表　

瀬
下
真
優
さ
ん

が
「
入
学
式
で
高
校
生
活
に

つ
い
て
の
決
意
を
一
層
固
め

ま
し
た
。
先
輩
た
ち
に
学
ん

で
一
生
懸
命
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
堂
々
と

し
た
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
て
、

和
や
か
に
と
り
行
な
わ
れ
た
。

　

４
月
10
日
、
明
誠
高
校
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
た
。
１
４
５
名
の
新
入
生
が
、
真
新
し

い
制
服
に
身
を
ま
と
い
目
を
輝
か
せ
て
入
場

し
、
来
賓
の
方
々
や
保
護
者
そ
し
て
教
職
員

の
温
か
い
拍
手
に
迎
え
ら
れ
た
。

　

永
島
一
忠
校
長
は
式
辞
で
、「
め
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
い
る
現
在
の
社
会
の
中
で
、

確
固
た
る
自
信
を
持
ち
、
迫
力
あ
る
人
に
な

れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
っ
て
欲
し
い
。
そ

対面式で初顔合わせ

　

4
月
7
〜
8
日
、
昨
年
に

引
き
続
き
『
島
根
県
少
年
自

友好を深めたオリエンテーリング

過
去
最
高
の

      　

 

合
格
率

〜
国
家
試
験
19
名
が
合
格
〜

目
標
は
甲
子
園
！

野
球
部

目
標
は
県
№
１
！
サ
ッ
カ
ー
部

　

今
年
度
は
、
９
名
の
部
員

が
入
部
し
た
。
船
越
誠
友
、

中
村
圭
一
（
益
田
中
）、
松

本
和
樹
、
尾
木
真
澄
、
加
島

斎
利
（
横
田
中
）、
石
川
聖

人（
高
津
中
）、野
村
将
記（
鎌

手
中
）、齋
藤
剛
（
美
都
中
）、

山
本
翔
（
須
佐
中
）
で
あ
る
。

真
面
目
で
明
る
い
選
手
が
揃

い
、
各
ク
ラ
ス
の
役
員
を
任

さ
れ
て
い
る
者
が
多
い
。
そ

の
中
で
も
松
本
和
樹
は
、
珠

算
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
、

珠
算
部
の
大
会
に
も
参
加
し

た
い
と

い
う
。

小
学
校

３
年
生

か
ら
珠

算
を
始

め
、
今

年
の
３

月
に
行

わ
れ
た

全
珠
連

検
定
で
準
初
段
を
取
得
し

た
。
明
誠
高
校
に
は
珠
算

部
が
あ
り
大
会
に
出
場
す
る

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
の
で
、
中

学
で
は
残
せ
な
か
っ
た
結
果

を
残
し
た
い
と
い
う
希
望
を

持
っ
て
い
る
。
と
は
い
え
、

「
や
っ
ぱ
り
目
標
は
野
球
で

の
甲
子
園
出
場
で
す
！
」
と

力
強
く
語
っ
て
く
れ
た
。
勉

強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
大
い
に
力

を
発
揮
し
て
く
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
る
。

野球部　松本和樹くん
　

昨
年
２
年
連
続
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
第
５
位
に
入
賞
し
た
女

子
に
は
、
全
国
各
地
か
ら
、

近
年
で
は
最
大
人
数
の
11
名

が
入
部
し
た
。
実
力
も
ハ
イ

レ
ベ
ル
で
あ
る
。
中
川
博
子

（
広
島
・
可
部
中
）
は
全
国

中
学
個
人
ベ
ス
ト
8
、
星
野

さ
く
ら
（
大
分
・
明
豊
中
）

は
全
国
中
学
団
体
準
優
勝
の

メ
ン
バ
ー
。
佐
藤
菜
月
（
福

岡
・
沖
田
中
）、

瀬
下
真
優
（
栃

木
・
陽
東
中
）

は
全
日
本
選
手

権
に
出
場
経
験

を
持
つ
。
山
本

麻
陽
は
全
国
名

門
、
山
口
・
徳

地
中
の
メ
ン

バ
ー
。
地
元
勢

も
県
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
の
岡
崎
美

友
紀（
益
田
中
）

を
は
じ
め
、
大

畑
佳
奈
（
益
田
中
）、
千
㟢

美
沙
（
益
田
東
中
）、
高
橋

沙
也
加
（
平
田
中
）
な
ど
県

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
選
手
が
集

結
し
た
。
宇
野
明
日
香
（
滋

賀
・
高
穂
中
）・
永
瀬
智
恵

美
（
埼
玉
・
笹
目
中
）
も
将

来
楽
し
み
な
選
手
で
あ
る
。

今
後
も
「
日
本
一
」
を
目
標

に
、
各
大
会
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
る
。

　

平
成
19
年
度
福
祉
科
卒
業

生
が
第
20
回
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
に
臨
ん
だ
。
そ
の

結
果
が
３
月
31
日
に
発
表
さ

れ
、
全
国
平
均
の
合

格
率
51
・
3
％
を
は

る
か
に
上
回
る
70
・

４
％（
合
格
者
19
名
）

と
い
う
、
明
誠
高
校

と
し
て
は
過
去
最
高

の
合
格
率
と
な
っ

た
。

　

合
格
者
の
中
に

は
、
今
春
か
ら
介
護

お 知 ら せ

きれいな礼の仕方を学ぶ新入生

野
球
・
サ
ッ
カ
ー
・

 

卓
球
部

　

強
化
指
定
部
（
サ
ッ
カ
ー
部
、
野
球
部
、

卓
球
部
）
に
、
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
30

名
も
の
新
入
生
が
入
部
し
た
。
新
入
生
が
練

習
に
加
わ
り
、昨
年
以
上
に
活
気
が
あ
ふ
れ
、

勢
い
づ
い
て
き
て
い
る
。

　

強
化
指
定
部
が
設
定
さ
れ
て
2
年
目
を
迎

え
、
各
部
と
も
着
々
と
実
力
を
伸
ば
し
成

果
を
出
し
つ
つ
あ
る
。
総
体
を
始
め
と
す
る

種
々
の
大
会
で
の
活
躍
が
楽
し
み
で
あ
る
。卓球部　岸卓監督

体験入学　

　第1回目　7月29日（火）
　第2回目　7月30日（水）
　第3回目　8月22日（金）
　第4回目　8月23日（土）

部活動体験　

　第1回目　7月30日（水）
　第2回目　8月22日（金）
　第3回目　9月27日（土）

行事予定　

期末試験
　6月26日（木）〜7月1日（火）
韓進高校（韓国姉妹校）来校
　7月18日（金）
1学期終業式
　7月18日（金）
1・2年生保護者面談
　7月14日（月）〜25日（金）
2学期始業式
　8月25日（月）
向日葵祭（体育祭）
　8月30日（土）

福
祉
施
設
で
働
く
者
の
他

に
、
看
護
師
・
保
育
士
・
理

学
療
法
士
等
、
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
目
指
し
て
進
学
し
た
生

徒
な
ど
多
種
多
様
で
あ
る

が
、
よ
り
よ
き｢

福
祉
人｣

と
し
て
の
今
後
の
さ
ら
な
る

飛
躍
を
期
待
し
て
い
る
。

平成20年度のスタート！
「Meiseiism（明誠イズム） 2008」創刊！

　平成20年度をスタートするに当たり、『Meisei� ism（明誠イズム）�
2008』が創刊され、全校集会で全生徒に配布された。永島校長
より、「とても重要な3年間を明確な目標を持ち、その目標を達成し
てもらうために、明誠イズムが創刊された。本校の生徒としてプラ

イドを持ってしっかりと努力して欲しい。教
職員一同が責任を持って教育活動にあたる
事を約束する。」と述べ、全308ページか
ら構成されている『明誠ism』の創刊、全
校生徒への配布の意義を説明した。『明誠
ism』とは、明誠高校の教職員及び生徒一
同の主義主張であり、シンボルである。こ
の冊子の中には、学科、学年クラス、部活
動の目標が明確に表示されている。また教
科は、目標と共に年間授業計画も表示して
ある。今後、明誠高校の教育活動のあらゆ
る場面で活用していくことになる。

特集

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
!!

　
　

  

卒
業
生

し
て
一
人

一
人
が
社

会
の
財
産

と
な
れ
る

よ
う
、
明

誠
高
校
で

３
年
間
を

楽
し
く
有
意
義
に
過
ご
し
て
欲
し
い
。」
と

述
べ
た
。　

ま
た
、
吉
賀
中
学
校
出
身
の
吉

村
茜
さ
ん
が
、
新
入
生
を
代
表
し

て
「
プ
レ
ス
ク
ー
ル
や
新
入
生
研

修
で
た
く
さ
ん
友
達
が
で
き
た

の
で
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
高
校
生

活
を
思
う
と
嬉
し
く
て
た
ま
り

ま
せ
ん
。
部
活
動
や
学
校
行
事
な

ど
楽
し
み
な
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
自
分
自
身
の
目
標
に

向
か
っ
て
計
画
を
立
て
、
無
駄
の

な
い
一
瞬
一
瞬
を
送
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
の
気
持
ち

を
忘
れ
ず
に
、
毎
日
心
か
ら
笑
え

る
よ
う
な
高
校
生
活
に
し
た
い

で
す
。」
と
誓
っ
た
。

　

卒
業
式
後
、
寂
し
か
っ
た
校
舎

が
一
気
に
華
や
ぎ
活
気
付
い
た
。 満開の桜の下を登校

0%

20%

40%

60%

80%

H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19

70.4%

本　校 全　国

全国との合格率比較

創刊された
明誠 ism 2008

　

今
年
2
月
、
福
祉
科
3
年

生
7
名
が
二
川
小
学
校
で
福

祉
講
座
を
行
っ
た
。
今
回
の

企
画
は
二
川
小
学
校
の
校
長

先
生
よ
り
、
総
合
的
な
学
習

の
テ
ー
マ
と
し
て
「
福
祉
」

に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
と

の
依
頼
が
あ
り
実
現
し
た
。

　
「
福
祉
」
と
は
何
か
。
こ

の
テ
ー
マ
の
も
と
3
年
生
が

協
力
を
し
て
、
介
護
技
術
体

験
や
進
路
あ
て
ク
イ
ズ
、
高

齢
者
疑
似
体
験
風
船
バ
レ
ー

な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り

上
げ
た
。
小
学
生
に
と
っ
て

分
か
り
や
す
く
興
味
の
持
っ

て
も
ら
え
る
授
業
を
目
指

し
、
準
備
を
し
て
当
日
を
迎

え
た
。
短
い
時
間
で
は
あ
っ

た
も
の
の
小
学
校
の
皆
さ

ん
と
3
年
生
の
交
流
も
深
ま

り
、
最
後
は
涙
な
が
ら
の
お

別
れ
と
な
っ
た
。
寒
い
日
で

は
あ
っ
た
が
、
小
学
校
の
皆

さ
ん
の
温
か
さ
を
感
じ
る
貴

重
な
一
日
と
な
っ
た
。

　

4
月
20
日
の「
益
田
祭
り
」

益
田
地
区
会
場
に
、
イ
ン

タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
と
生
徒

会
執
行
部
が
参
加
し
た
。
メ

イ
ン
会
場
ま
で
行
く
こ
と
が

で
き
な
い
高
齢
者
や
小
さ
な

子
ど
も
連
れ
の
方
々
も
、
お

祭
り
を
楽
し
め
る
よ
う
に
と

企
画
さ
れ
た
地
域
に
密
着
し

た
益
田
地
区
会
場
で
、
地
域

の
方
々
と
一
緒
に
バ
ザ
ー
の

手
伝
い
を
し
た
。
お
祭
り
終

了
後
は
、
地
域
の
清
掃
活
動

も
し
、
有
意
義
な
一
日
を
過

ご
し
た
。

焼きそばを作る生徒たち

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ

　
　

地
域
社
会
に
貢
献

高
校
生
に
よ
る
福
祉
教
育
講
座

　
　
　
　
　

in　

二
川
小
学
校

風船バレーを終えて

�

中　

島　

心　

也
さ
ん

（
平
成
18
年
度
卒
）

島
根
益
田
信
用
組
合
勤
務

　

２
月
の
中
国
大
会
で
準
優

勝
を
飾
り
、
３
月
24
日
か
ら

東
京
体
育
館
で
行
わ
れ
た
全

国
高
校
選
抜
大
会
に
出
場
し

た
女
子
卓
球
部
で
あ
る
が
、

予
選
リ
ー
グ
１
勝
１
敗
の
成

績
で
上
位
進
出
を
逃
し
た
。

岸
卓
臣
監
督
は
、「
２
年
連

続
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
第
５
位
入

賞
の
原
動
力
で
あ
る
３
年
生

全
国
高
校
選
抜
卓
球
大
会　

女
子
学
校
対
抗

無
念
の
予
選
敗
退　

夏
、
埼
玉
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

が
抜
け
、
１
年
生
中
心
チ
ー

ム
で
の
戦
い
で
、
チ
ー
ム
の

ま
と
ま
り
や
技
術
面
に
不
安

が
あ
っ
た
。
そ
の
不
安
が
そ

の
ま
ま
試
合
に
出
て
し
ま
っ

た
。
ま
だ
ま
だ
、
我
慢
強
さ

が
足
り
な
い
。
総
合
的
な
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
り
、
埼
玉

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
こ
の
悔
し

さ
を
ぶ
つ
け
、
３
年
連
続
の

入
賞
さ
ら
に
そ
の
上
を
目
指

し
た
い
。」
と
語
っ
た
。
夏

の
大
会
で
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
期
待
し
た
い
。

予
選
リ
ー
グ

　

明
誠
③

−

0
函
館
大
妻

�

（
北
海
道
）

　

明
誠
0

−

③
遊
学
館

�

（
石
川
）

野球部　奥村監督

卓球部　岸真監督

サッカー部　糸賀監督

今
年
も
力
が
入
る
指
導
陣

目
標
は
日
本
一
！
女
子
卓
球
部

　

今
年
も
７
名
の
フ
レ
ッ

シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
が
入
部
し

た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
団
体
出

場
を
目
指
す
男
子
に
と
っ

て
、
今
後
に
期
待
が
持
て
る

選
手
達
だ
。
佐
藤
和
樹
、
遠

藤
正
也
は
平
田
中
学
校
時
代

に
全
国
中
学
団
体
ベ
ス
ト
8

の
実
力
を
持
つ
。林
健
幸（
青

陵
中
）
も

個
人
県
ベ

ス
ト
8
の

実
績
だ
。

こ
の
他
、

吉
村
卓
也

は
神
奈
川

県
、
星
田

正
樹
は
大

阪
府
か
ら

本
校
で
卓

球
に
打
ち

込
む
こ
と

を
希
望
し

遠
路
遥
遥

や
っ
て
き

た
。
松
本
貴
宏
（
横
田
中
）、

中
村
心
人
（
浜
田
一
中
）
も

地
元
選
手
と
し
て
将
来
に
期

待
が
か
か
る
。
男
子
総
勢
24

名
が
一
丸
と
な
り
、
地
元
で

開
催
さ
れ
る
県
総
体
（
５
月

30
日
〜
６
月
１
日
）
で
全
国

キ
ッ
プ
を
め
ざ
す
。

目
標
は
全
国
出
場
！
男
子
卓
球
部

満
開
の
桜
に
迎
え
ら
れ

　

平
成
二
十
年
度 

入
学
式
挙
行

初
め
て
の

   

全
員
集
合

「
新
入
生
研
修
」

　

２
年
生
韓
国
研
修
旅
行
の

感
想
を
韓
国
観
光
公
社
主
催

の
「
２
０
０
７
年
韓
国
修
学

旅
行
感
想
文
・
写
真
コ

ン
ク
ー
ル
」
の
感
想
文

部
門
に
出
展
し
た
と
こ

ろ
、
豊
田
さ
ん
の
書
い

た
「
韓
国
研
修
旅
行
を

終
え
て
」
が
、
全
国
か

ら
応
募
さ
れ
た
４
８
６

点
中
、み
ご
と
“
特
賞
”

（
№
1
）
に
輝
い
た
。

３
月
19
日
、
韓
国
観
光

韓
国
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

特　

賞
！

３
年
情
報
科　

豊　

田　

亜
由
子
さ
ん
（
高
津
中
）

公
社
福
岡
支
所
長
よ
り
、
全

校
集
会
の
折
、
表
彰
を
受
け

た
。

　

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
中
国

高
校
卓
球
島
根
県
予
選
に
お

い
て
、
女
子
が
５
年
連
続
13

回
目
の
優
勝
、
男
子
も
強
豪

出
雲
西
高
に
競
り
勝
ち
準
優

勝
と
健
闘
し
た
。
ま
た
ダ
ブ

ル
ス
で
は
本
大
会
出
場
権
を

獲
る
ベ
ス
ト
8
に
男
子
３
ペ

ア
、
女
子
５
ペ
ア
が
、
シ
ン

グ
ル
ス
で
は
出
場
権
を
獲
る

ベ
ス
ト
16
に
男
子
7
名
、
女

子
12
名
が
入
り
、
6
月
に

山
口
県
周
南
市
で
行
わ
れ

る
本
大
会
の

出
場
が
決
定

し
た
。
県
総

体
の
前
哨
戦

で
あ
る
こ
の

大
会
で
の
活

躍
は
、
男
女

揃
っ
て
全
国

出
場
へ
の
明

か
り
が
見
え

た
と
い
え
よ

う
。

卓
球 

中
国
大
会
県
予
選 

女
子 

優
勝 

男
子 

準
優
勝

    

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
は
中
川
博
子
（
1
年
）
が
優
勝

女子優勝の中川博子さん（写真奥）

サッカー部１年生

表彰を受ける豊田亜由子さん

卓球部女子１年生

卓球部男子１年生


